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   題   目：ヘリウム回収ガスバッグ鉄枠損壊の原因と今後の安全対策 

   所属・氏名：共通支援グループ 西崎 修司 
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編集後記 

 

令和 3 年度は新型コロナウイルスの影響が継続しているものの、関係する大勢の皆様の

不断の努力によりオンラインも併用しながら十分な感染対策をとった上での対面による講

義・実習と研究活動が実施され、教育研究環境は以前の水準に戻ってきたように思います。 

技術部の活動においてもオンラインによる会議や研修が当たり前のようになり、以前よ

りも効率的に業務を遂行できる面も感じられます。一方で、対面での交流が困難な状況で

技術職員間のつながりの希薄化も感じられ、コロナ禍終息が待ち遠しいところです。 

京都大学大学院工学研究科「技術部報告集（第 19 集）」を発刊するに当たり、技術発表

や提供サービスなどの記事を執筆していただきました技術職員をはじめ、技術部運営に尽

力していただきました方々、ご指導いただいております技術部運営委員会の先生方、また

事務職員の皆様のご協力に広報・編集委員一同厚く御礼申し上げます。 

この報告集をご高覧いただき技術部へのご助言や一層のご支援を賜ることができれば幸

いです。 

令和 4年 6月 
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第 13集 （2016 年 6 月発行） 2015(H27)年度分活動報告 
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